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狩野謙一先生をおくる

理学部地球科学科教授・狩野謙一先生は平成25年3月をもって定年を迎えられました．
狩野先生は，昭和22年6月2日に東京都にお生まれになりました．昭和47年3月東京大学理学部を卒業，

同49年3月に東京大学大学院理学系研究科修士課程を修了，同49年9月に同大学院理学系研究科博士課程を
中退して翌10月に東京大学理学部に助手として着任されました．昭和54年3月東京大学より理学博士を授与
され，翌4月には静岡大学教育学部講師に着任，同58年4月に助教授に昇任されました．昭和63年4月には
理学部へ転任され，平成5年10月に教授に昇任されました．この度の定年退職を迎えられるまで一貫して構
造地質学の研究・教育に努められました．

研究面では特にご専門の構造地質学の視座から，地元静岡県と隣接地域にまたがる赤石山地を中心とした
詳細な野外地質調査を行い，付加体の形成過程を実証的に解明してゆきました．この研究成果は，日本列島
全体の地帯構造発達史の理解に新しい展開をもたらし，日本の地質学の発展に大きく貢献されました．これ
らの研究成果は，静岡県の20万分の1地質図をはじめとした多くの図幅や教科書に採用されており，今なお
確固とした学術的基盤を形成しています．

狩野先生はまた，多くの著書を出版されました．特に「構造地質学」（朝倉書店／1998年）において記さ
れた日本列島の成立を理解する上で不可欠な項目，すなわち付加体，メランジュ，活断層・地震断層と地震，
活褶曲等に関する詳細かつ平易な解説は，現在でも高く評価されており，地球科学系の書籍としては他に類
をみないほど普及した名著となりました．その他にも，学部学生向けの教科書を含めて数十冊を著され，日
本の地質学分野における教育・普及活動に多大な貢献をなされました．このことは，平成24年9月に日本地
質学会から学会表彰を授与されたことにも顕れています．また狩野先生は，国や地方自治体，学会などで数
多くの委員を歴任されてきました．近年では，地元静岡県の南アルプスを世界自然遺産に登録を推進する取
組やジオパークの整備等に尽力され，先生のもつ豊富な知識・経験はご退職後も惜しみなく投入されること
でしょう．

狩野先生は根っからの「野外好き」で，一時はキャンピングカーで通勤されていたこともありましたし，
フィールドでのガロンハットとジーンズ姿は先生のスマートな風貌にとてもお似合いでした．近年の学生は
ともすれば野外調査を疎んじる傾向が見られがちですが，最後まで地球科学の神髄である野外調査に情熱を
傾けられ，「歩いて調べる野外地質学の研究室」として正統派を全うされました．そのご尽力は形になり，優
秀な卒業生・大学院修了生の多くが地質コンサルタントなど専門分野を生かした分野を中心に，現在幅広く
活躍して静岡大学地球科学教室の名を高めています．

狩野先生は学内外の両面において，これまで数多くのご貢献をされてきました．口数が少なく，終始洒脱
なふるまいをされながら，決して本質を外すことのない狩野先生の存在は，多くの同僚や学生たちの心に深
く刻まれています．このたびの狩野謙一先生のご退職はまことに残念でありますが，今後のますますのご活
躍とご健康を祈願して，おくる言葉とさせていただきます．

2013年3月

理学部地球科学科
学科長　塚越　哲
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狩野謙一先生の略歴

学　歴
昭和45年３月	 東京大学教養部理科二類卒業

47年３月	 東京大学理学部地学科卒業
47年４月	 東京大学大学院理学系研究科地質学専門課程修士課程入学
49年３月	 東京大学大学院理学系研究科地質学専門課程修士課程修了
49年４月	 東京大学大学院理学系研究科地質学専門課程博士課程入学
49年９月	 東京大学大学院理学系研究科地質学専門課程博士課程退学

職　歴
昭和49年10月	 東京大学理学部助手

54年４月	 静岡大学教育学部講師
58年４月	 静岡大学教育学部助教授
63年４月	 静岡大学理学部助教授

平成４年10月	 Auckland大学名誉客員教授（平成５年９月まで）
５年10月	 静岡大学理学部教授
12年６月	 通商産業技官（工業技術院地質調査所地殻物理部）併任（平成13年３月まで）
23年４月	 静岡大学防災総合センター教授併任（平成25年３月まで）
25年３月	 定年退職

学　位
理学博士（第4860号）（東京大学）　昭和54年３月12日
論文名　Giant deckenpaket and olistostromes in the eastern Mino district, central Japan

表　彰
平成24年９月15日	 日本地質学会学会表彰（日本地質学会）

「教科書の発行と構造地質学の普及への貢献」

学内における活動
平成８年４月	 部内教務委員長（平成９年３月まで）

９年４月	 理学部生物地球環境科学科（地球科学科）長（平成11年３月まで）
14年４月	 部内経理委員長（平成15年３月まで）
19年４月	 部内学生委員長（平成20年３月まで）
20年４月	 理学部地球科学科長（平成22年３月まで）
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非常勤講師
年度不明	 東京大学理学部（２回）
年度不明	 千葉大学理学部（２回）
平成７年度	 神戸大学理学部

７～15年度，22年度～　静岡理工科大学
13年度	 新潟大学理学部
13年度	 名古屋大学理学研究科
21年７月	 山口大学理学研究科

所属学会
昭和47年	 日本地質学会（現在に至る）

52年	 日本地震学会（平成19年まで）
52年	 静岡県地学会（現在に至る）
53年	 日本第四紀学会（平成24年まで）
63年	 構造地質研究会（平成24年まで）

学会における活動
平成10年１月	 構造地質研究会会長（平成12年３月まで）

10年４月	 日本地質学会構造地質専門部会部会長（平成12年３月まで）

学会・社会における活動
昭和58年	 大学入試センター試験問題検討委員会委員（基礎理科）（昭和60年まで）
平成14年８月	 原子力環境整備促進・資金管理センター，高レベル放射性廃棄物処分技術開発委員会（地質

環境調査技術WG）委員（平成15年３月まで）
14年９月	 日本地質学会評議員，執行委員，理事，地質学雑誌副編集委員長・委員長，各賞選考委員会

委員・委員長，など（平成20年５月まで）
15年５月	 国際陸上科学掘削計画（ICDP）国内実施委員会委員（平成16年３月まで）
15年４月	 文部科学省・糸魚川–静岡構造線断層帯調査研究運営委員会委員（平成21年３月まで）
19年４月	 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会・総合学術検討委員会委員（現在に至る）
20年７月	 静岡県環境審議会委員，同地下水部会部会長，温泉部会副部会長，自然公園部会委員（現在

に至る）
21年６月	 静岡県地学会会長（平成25年６月まで）
21年８月	 日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員および国際事業委員会書面審査委員（平成22年

７月まで）
22年２月	 環境省・リニア中央新幹線環境影響評価委員会委員（現在に至る）
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業 績 目 録

著　書
狩野謙一（1984），6.1 ナップ構造，6.2 オリストストローム，6.3 日本でのナップ・オリストストロームの

例，6.6 美濃地域の大ナップ群とオリストストローム．地質構造の科学（木村敏雄編），朝倉書店，
東京，165–176，191–197．

狩野謙一（1988），寸又川層群，犬居層群，三倉層群，光明層群．植村 武）：日本の地質4，中部地方（II）
（山田哲雄編），共立出版，東京，50–51．

地学団体研究会編（1996），新版 地学事典．古今書院，東京，1433p．（分担）
狩野謙一・村田明広（1998），構造地質学．朝倉書店，東京，298p．
狩野謙一・村田明広（2000），構造地質学CD–ROMカラー写真集．朝倉書店，東京．
新妻信明・石渡　明・小嶋　智・竹内　誠・荒戸裕之・海野　進・榎並正樹・狩野謙一・鈴木和博・束田和

弘・立石雅昭・延原尊美・野澤竜二郎・原山　智・星　博幸・三宅　明編（2006），日本地方地質
誌4，中部地方，朝倉書店，東京，564p．（分担）

天野一男・狩野謙一（2009），構造地質学．Field Geology，6，共立出版，東京，177p．
狩野謙一（2010），地形・地質から見た南アルプスの特質．私たちの世界遺産3，世界遺産登録・最新事情，

長崎・南アルプス（五十嵐敬喜・西村幸夫編），公人の友社，東京，109–114．
狩野謙一（2010），南アルプス，一億年前の深海底が隆起．しずおか自然史（池谷仙之監修），静岡新聞社，

静岡，16–17．
狩野謙一（2010），D 大井川流域．地学のガイドシリーズ24，新版静岡県地学のガイド（土　隆一編），コ

ロナ社，東京，105–124．
日本地質学会構造地質部会編（2012），日本の地質構造100選．朝倉書店，東京，173p．（分担）
鈴木隆介ほか編，（印刷中），地形の辞典，朝倉書店，東京．（分担）

論　文
狩野謙一（1975），長野県，木曽−梓川地域の上部古−中生層の層序．地質学雑誌，81，285–300．
狩野謙一・伊藤谷生・増田俊明（1975），三浦半島衣笠付近の堆積性蛇紋岩．地質学雑誌，81，641–644．
狩野謙一（1978），愛知県下の領家変成岩の層序と構造．地質学雑誌，84，445–458．
恒石幸正・伊藤谷生・狩野謙一（1978），岩盤強度よりみた伊豆大島近海地震の道路災害．第15回自然災害

科学総合シンポジウム講演論文集，77–80．
木村敏雄・恒石幸正・狩野謙一・伊藤谷生（1978），伊豆–丹沢地区の基盤構造と地震動災害．第15回自然

災害科学総合シンポジウム講演論文集，81–84．
恒石幸正・伊藤谷生・狩野謙一（1978），伊豆大島近海地震によって東伊豆町稲取にあらわれた地震断層．

第15回自然災害科学総合シンポジウム講演論文集，85–88．
狩野謙一・伊藤谷生・木村敏雄（1978），“神縄衝上断層” の伊豆–丹沢の断層系における意義．第15回自然

災害科学総合シンポジウム講演論文集，89–92．
Tsuneishi Y., Ito T. & Kano K. (1978), Surface faulting associated with the 1978 Izu–Oshima–Kinkai Earthquake. 

Bulletin of Earthquake Research Institute, 53, 649–674.
恒石幸正・伊藤谷生・狩野謙一（1978），岩盤強度の低下による道路災害―1978年伊豆大島近海地震の被害
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―．地震研究所彙報，53，1069–1084．
狩野謙一・伊藤谷生・上杉　陽（1979），神縄逆断層を切る塩沢断層系の性格と変位量．第16回自然災害科

学総合シンポジウム講演論文集，315–318．
Kano K. (1979), Giant deckenpaket and olistostrome in the eastern Mino district, Central Japan. Journal of Faculty 

of Science, University of Tokyo, Section II, 20, 31–59.
伊藤谷生・狩野謙一・上杉　陽（1980），リニアメントと断層（その1）―総説―．第17回自然災害科学総

合シンポジウム講演論文集，393–396．
狩野謙一・恒石幸正・上杉　陽・伊藤谷生（1980），リニアメントと断層（その2）―地質調査からみた2，

3の実例．第17回自然災害科学総合シンポジウム講演論文集，397–400．
狩野謙一（1981），大井川源流部原生自然環境保全地域の地質．大井川源流部原生自然環境保全地域調査報

告書（日本自然保護協会），43–54．
上杉　陽・米沢　宏・千葉達郎・狩野謙一（1981），川音川断層―大磯丘陵北西縁の活断層―．第四紀研究，

20，35–42．
上杉　陽・狩野謙一・伊藤谷生（1981），丹沢山地南部～大磯丘陵の後期第四紀断層運動．日本地質学会第

88年学術大会巡検案内書，73–86．
狩野謙一（1981），秩父山地周辺の地質と地史．フィールドワーク 地質学コース巡検案内書，静岡県教育会

館・静岡県教職員互助組合・静岡教育出版社，静岡県出版文化会，静岡，37p．
狩野謙一（1982），美濃–領家帯の中生層の重力滑動とそれに伴う地質構造．静岡大学地球科学研究報告，7，

9–33．
狩野謙一（1983），安山岩質海底火山の浅部構造―伊豆半島南端部の新第三系白浜層群に見られる例―．静

岡大学地球科学研究報告，8，9–37．
伊藤谷生・松本　良・狩野謙一・柵山雅則（1984），マグマ貫入による未固結酸性凝灰岩及び変質流紋岩礫

の溶結―伊豆半島南端部新第三紀白浜層群の例―．地質学雑誌，90，191–205．
狩野謙一（1984），光明層群―赤石山地最南部の四万十帯白亜系―．静岡大学地球科学研究報告，10，55–85．
狩野謙一・上杉　陽・伊藤谷生・千葉達郎・米沢　宏・染野　誠（1984），丹沢南部・大磯丘陵周辺におけ

る中期更新世以降の断層活動．第四紀研究，23，137–143．
狩野謙一・村田明広（1984），本州弧の発達史におけるナップ構造とオリストストロームの意義．地学雑誌，

93，52–60．
静岡県地学会ニュージーランド巡検団（1984），ニュージーランド地学巡検．静岡地学，49，21–36．
狩野謙一・鈴木勇也・北里　洋（1985），富士川上流中富地域の静川層群の古地理．静岡大学地球科学研究

報告，11，135–153．
鈴木章世・狩野謙一（1986），地学教材として見た安部川―その1．室内作業で扱う流域の地形―．静岡地

学，53，11–18．
狩野謙一・村松　武・廣田　豊（1986），四万十累層群の変形様式―赤石山地南部の上部白亜系に見られる

例―．静岡大学地球科学研究報告，12，89–114．
歌田　実・伊藤谷生・松本　良・狩野謙一（1986），伊豆半島南部における火山性堆積物の層序・構造・堆

積作用・変質作用．日本鉱山地質学会，1986年度秋期講習会資料，59p．
伊藤谷生・上杉　陽・狩野謙一・千葉達郎・米沢　宏・染野　誠・本間睦美（1986），最近100万年間にお

ける足柄−大磯地域の古地理変遷とテクトニクス．月刊地球，88，630–636．
Okada H., Niitsuma N., Kano K. & Arai S. (1986), Guide Book of Field Excursion to Subduction and Collision 
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Areas—Shizuoka, Izu and Tanzawa—, International KAIKO Conference on Subduction Zone, 36p.
鈴木章世・狩野謙一（1986），地学教材として見た安部川―その2．石コロの旅―．静岡地学，54，17–27．
伊藤谷生・上杉　陽・狩野謙一・千葉達朗・米澤　宏・染野　誠・本間睦美（1986），最近100万年間にお

ける足柄−大磯地域の古地理変遷とテクトニクス．月刊地球，8，630–636．
伊藤谷生・狩野謙一・上杉　陽・小坂和夫（1986），最近100万年間における足柄−大磯地域のテクトニク

ス変遷とプレート運動．月刊地球，8，740–742．
村田明広・小坂和夫・狩野謙一（1986），甲府深成岩体との関係からみた鶴川断層の活動時期．地質学雑誌，

92，905–908．
土　隆一編，黒田　直・狩野謙一・茨木雅子（調査・資料収集）（1986），静岡県地質図 1: 200,000（改訂版）．

内外地図株式会社．
Le Pichon X., Iiyama T., Boulegue J., Charvet J., Faure M., Kano K., Lallemant S., Okada H., Rangin C., Taira 

A., Urabe T. & Uyeda S. (1987), Nankai Trough and Zenisu Ridge: a deep sea submersible survey. Earth 
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